
1133 市広報やぶ ２００８年８市広報やぶ　２００８年８月月

▼
診
断
費
／
木
造
戸
建
住
宅
の
場

合
３
千
円
（
申
請
者
負
担
分
）

【
わ
が
家
の
耐
震
改
修
促
進
事
業
】

①
耐
震
改
修
計
画
策
定
費
補
助

▼
内
容
／
住
宅
の
改
修
計
画
の
策

定
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助

▼
補
助
金
額
／
改
修
計
画
策
定
費

の
３
分
の
２
以
内
（
戸
建
て
住
宅

の
場
合
最
大
　
万
円
）

２０

②
耐
震
改
修
工
事
費
補
助

▼
内
容
／
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事

に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助

▼
補
助
金
額
／
耐
震
改
修
工
事
費

の
４
分
の
１
以
内
（
戸
建
て
住
宅

の
場
合
最
大
　
万
円
）

６０

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
市
役
所
都
市

計
画
課
（
緯
６
６
４
倆
１
９
８
１
）

ま
た
は
県
建
築
指
導
課
（
緯
０
７

８
倆
３
６
２
倆
４
３
４
０
）

▼
と
き
／
９
月
　
日（
日
）、　

月

１４

１１

９
日（
日
）、
１
月
　
日（
日
）、
３

２５

月
８
日（
日
）

▼
と
こ
ろ
／
県
立
但
馬
長
寿
の
郷

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容
／
下
水
道
工
事
に
伴

う
ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
の
改
築
、

段
差
の
解
消
方
法
、
開
閉
し
や
す

い
ド
ア
へ
の
変
更
、
手
す
り
の
取

付
位
置
、
住
む
人
に
合
わ
せ
た
新

築
ま
た
は
増
改
築
の
方
法
な
ど

▼
相
談
料
／
無
料

み
」
は
、
排
出
者
自
ら
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
い
た
だ

く
か
、
収
集
運
搬
業
の
許
可
を
受

け
た
業
者
に
収
集
運
搬
を
代
行
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
許
可
業
者
の
公
表
／
許
可
を
取

得
し
た
業
者
を
随
時
公
表
予
定

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
市
役
所
環
境

課
（
緯
６
６
４
倆
２
０
３
３
）
ま

た
は
琴
弾
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
緯
６
６
９
倆
０
２
２
９
）

　
養
父
市
で
は
、「
養
父
市
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
」
の
一
部
改
正
を
行
い
、
来
年

４
月
以
降
の
一
般
廃
棄
物
（
事
業

所
ご
み
）
収
集
運
搬
は
、
排
出
者

自
ら
が
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
む
か
、
許
可
を
受
け
た
業
者

に
収
集
運
搬
を
依
頼
す
る
か
ど
ち

ら
か
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
こ
の
収
集
運
搬

を
業
と
し
て
行
う
に
は
市
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。
申
請
手
続
き
な

ど
詳
し
く
は
、
養
父
市
環
境
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
市
役
所
環
境

課
（
緯
６
６
４
倆
２
０
３
３
）

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
①
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
、
②

印
鑑
（
自
署
の
場
合
は
不
要
）、
③

失
業
等
の
場
合
は
「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」「
離
職
票
」
の
写

し
等
、
④
平
成
　
年
１
月
２
日
以

２０

降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成
　２０

年
度
の
「
所
得（
課
税
）証
明
書
」

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
／
市
役

所
市
民
課
（
緯
６
６
２
倆
３
１
６

５
）
ま
た
は
各
地
域
局
市
民
係

　
市
内
で
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、

「
家
庭
ご
み
」
と
「
事
業
所
ご
み
」

に
分
か
れ
ま
す
。「
事
業
所
ご
み
」

は
、
事
業
者
の
事
業
活
動
に
よ
っ

て
発
生
し
た
ご
み
で
、
産
業
廃
棄

物
以
外
の
ご
み
を
指
し
、
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

で
、
事
業
者
の
責
任
で
処
分
す
る

こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
養
父
市
で
は
「
事
業
所

ご
み
」
と
「
家
庭
ご
み
」
を
区
分

せ
ず
、
収
集
運
搬
と
処
分
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
法
の
趣
旨
に
基
づ

き
、「
事
業
所
ご
み
」
と
「
家
庭

ご
み
」を
区
分
す
る
と
と
も
に「
事

業
所
ご
み
」
の
収
集
運
搬
の
方
法

を
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
来
年
４
月
以
降
は
、
市
直
営
の

収
集
運
搬
は
「
家
庭
ご
み
」
の
み

と
な
り
ま
す
の
で
、「
事
業
所
ご

▼
お
問
い
合
わ
せ
／
県
立
但
馬
長

寿
の
郷
（
緯
６
６
２
倆
８
４
５
６
）

　
国
民
年
金
制
度
は
、
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
等

に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、「
申
請
免
除
制

度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

（
学
生
を
除
く
　
歳
未
満
の
方
が

３０

対
象
）」
が
あ
り
ま
す
。

　
原
則
、
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
、

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
各
々

の
前
年
の
所
得
に
よ
り
審
査
さ
れ

ま
す
。

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

住
ま
い
の
相
談
会
を
開
催

国
民
年
金「
申
請
免
除
制
度
・

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」を

ご
存
じ
で
す
か
？

将来受け取る年金額保険料月額種　類

３分の１０円
全額免除

（月額１４，４１０円）

２分の１３，６００円４分の３免除

３分の２７，２１０円半額免除

６分の５１０，８１０円４分の１免除

追納しないと
算入されません

０円若年者納付猶予

～免除後の保険料と年金額～

来
年
４
月
か
ら「
事
業
所
ご
み
」

の
収
集
方
法
が
変
わ
り
ま
す

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務

の
許
可
申
請
に
つ
い
て


